
　
株
式
会
社
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
３
月
30
日
開
催

の
第
21
期
定
時
株
主
総
会
並
び
に

同
日
開
催
の
取
締
役
会
で
、
次
の

よ
う
に
役
員
を
選
任
し
た
。
敬
称

略
。

　
取
締
役

　
代
表
取
締
役
社
長
　
伊
藤
秀

　
代
表
取
締
役
　
白
川
正
和

　
取
締
役
　
荒
木
敏
男
、
横
山
和

彦
、
藤
﨑
文
男
、
畑
野
且
次
、
小

平
岳
志

　
社
外
取
締
役
　
升
田
晋
造
、
柴

田
美
鈴
（
新
任
）

　
監
査
等
委
員
で
あ
る
監
査
役

　
取
締
役
　
空
本
直
樹
（
常
勤
監

査
等
委
員
）、
雛
村
吉
浩
（
同
）

　
社
外
取
締
役
　
村
松
昌
伸
（
監

査
等
委
員
）、
神
山
敏
蔵
（
同
）、

藤
田
嗣
潔
（
同
）

　
執
行
役
員

　
社
長
執
行
役
員
　
伊
藤
秀

　
専
務
執
行
役
員
　
白
川
正
和

　
常
務
執
行
役
員
　
荒
木
敏
男

　
上
席
執
行
役
員
　
横
山
和
彦
、

藤
﨑
文
男
、
畑
野
且
次
、
小
平
岳

志
、デ
ニ
ス
・
バ
ー
レ
イ
、Ｃ
．
Ｈ
．

タ
ン
、
和
田
好
夫

　
執
行
役
員
　
横
井
秀
雄
、
北
條

純
一
、
小
城
真
志
保
、
湖
雅
行
、

宰
務
伸
也
、
木
川
俊
幸
、
小
池
智

夫
（
新
任
）、
長
谷
川
淳
（
新
任
）

　
な
お
、
社
外
取
締
役
の
田
中
早

苗
氏
、
執
行
役
員
の
青
木
達
夫
氏

は
、
定
時
株
主
総
会
終
結
時
を

も
っ
て
退
任
し
た
。

　
三
菱
鉛
筆
株
式
会
社
は
、
３
月

30
日
開
催
の
定
時
株
主
総
会
並
び

に
取
締
役
会
で
、
次
の
よ
う
に
役

員
を
選
任
し
た
。
敬
称
略
。

　
代
表
取
締
役
会
長
　
数
原
英
一

郎

　
代
表
取
締
役
社
長
　
数
原
滋
彦

（
新
規
事
業
担
当
兼
内
部
監
査
担

当
）

　
取
締
役
常
務
執
行
役
員
　
切
田

和
久
（
技
術
統
括
兼
全
社
品
質
担

当
兼
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
担
当
）

　
取
締
役
上
席
執
行
役
員
　
鈴
木

孝
雄
（
人
事
担
当
兼
シ
ス
テ
ム
担

当
兼
法
務
担
当
）

　
取
締
役
　
永
澤
宣
之
、
青
山
藤

詞
郎（
社
外
）、斉
藤
麻
子（
社
外
）、

嶋
本
正
（
社
外
）

　
常
勤
監
査
役
　
深
井
明
、
村
上

恵
美

　
監
査
役
　
梶
川
融
（
社
外
）、

石
田
修
（
社
外
）

　
常
務
執
行
役
員
　
山
村
伸
夫

（
国
内
営
業
担
当
兼
商
品
開
発
部

長
）

　
上
席
執
行
役
員
　
長
谷
川
直
人

（
財
務
担
当
兼
総
務
担
当
）、
手
島

修
（
海
外
営
業
部
長
）

　
執
行
役
員
　
小
宮
基
裕
（
化
粧

品
事
業
室
長
）、
髙
橋
智
廣
（
生

産
担
当
兼
全
社
生
産
技
術
担
当
）、

平
野
功
一
（
経
営
企
画
室
長
）、

荻
原
康
明
（
技
術
担
当
兼
知
的
財

産
担
当
兼
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
品

川
所
長
）、
蛇
川
寿
史
（
経
理
部

長
）、市
川
秀
寿
（
研
究
開
発
フ
ェ

ロ
ー
）

　
副
会
長
　
数
原
徹
郎

　
セ
ー
ラ
ー
万
年
筆
株
式
会
社

は
、
３
月
29
日
開
催
の
定
時
株
主

総
会
並
び
に
取
締
役
会
で
、
次
の

よ
う
に
役
員
を
選
任
し
た
。
敬
称

略
。

　
代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
　
町

克
也

　
専
務
取
締
役
Ｃ
Ｓ
Ｏ
　
Ｃ
Ｏ
Ｏ

（
文
具
事
業
）　
耒
谷
元

　
常
務
取
締
役
Ｃ
Ｔ
Ｏ
　
Ｃ
Ｏ
Ｏ

（
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
事
業
）　
中
田
尚

邦　
取
締
役
　
米
澤
章
正
、
佐
山
嘉

一
、
木
村
孝
（
新
任
）

　
社
外
取
締
役
　
中
澤
俊
勝
（
常

勤
監
査
等
委
員
）、
榊
正
壽
（
監

査
等
委
員
）、
熊
王
斉
子
（
監
査

等
委
員
）

　
執
行
役
員
　
白
崎
浩
二
（
ロ

ボ
ッ
ト
機
器
事
業
部
長
）、
田
村

光（
開
発
本
部
長
）、岡
本
英
士（
広

島
工
場
長
）、松
岡
雅
博
（
ロ
ボ
ッ

ト
機
器
事
業
部
製
造
部
長
）

　
三
菱
鉛
筆
関
西
販
売
株
式
会
社

は
、
３
月
30
日
開
催
の
株
主
総
会

並
び
に
取
締
役
会
で
次
の
よ
う
に

役
員
を
選
任
し
た
。
敬
称
略
。

　
代
表
取
締
役
社
長
　
丸
田
直
人

　
取
締
役
　
谷
口
政
和
、
谷
邨
貴

宏
、
数
原
慈
彦
、
山
村
伸
夫

　
監
査
役
　
永
澤
宣
之

　
な
お
、
谷
邨
貴
宏
氏
は
非
常
勤

の
取
締
役
と
し
て
職
務
に
あ
た
る

と
と
も
に
、
三
菱
鉛
筆
中
国
販
売

株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
を
兼
務

す
る
。

　
訂
正
　
本
紙
４
月
25
日
付
け
２

４
７
０
号
４
面
掲
載
の
筆
記
具
ベ

ス
ト
10
で
、
８
位
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス

ト
リ
ー
ム
４
＆
１
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｏ
Ｏ

の
メ
ー
カ
ー
名
が「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、「
三

菱
鉛
筆
」
の
誤
り
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
日
本
玩
具
協

会
（
前
田
道
裕
会
長
）
は
、
６
月

８
～
11
日
ま
で
の
４
日
間
、
第
60 

回
目
と
な
る
国
内
最
大
規
模
の
お

も
ち
ゃ
見
本
市
「
東
京
お
も
ち
ゃ

シ
ョ
ー
２
０
２
３
」
を
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
（
西
１
～
４ 
ホ
ー
ル
）

で
開
催
す
る
。

　
テ
ー
マ
は
「
お
も

ち
ゃ
で
世
界
を
笑
顔

に
。」
を
テ
ー
マ
に
、

１
４
９
社
（
国
内

１
１
０
社
、
海
外
39 

社
、４
月
３
日
現
在
）

が
最
新
の
お
も
ち
ゃ

を
は
じ
め
各
社
の
一

押
し
商
品
約
３
万
５

千
点
を
出
品
す
る
。

　
業
界
関
連
で
は
、
学
研
ス
テ
イ

フ
ル
、
シ
ョ
ウ
ワ
ノ
ー
ト
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
出

展
す
る
。

　
会
期
中
の
８
、
９
日
は
バ
イ

ヤ
ー
ズ
デ
ー
、
10
、
11
日
は
パ
ブ

リ
ッ
ク
デ
ー
と
し
て
、
４
日
間
で

約
９
万
人
の
来
場
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
バ
イ
ヤ
ー
ズ
デ
ー
は
ビ
ジ
ネ
ス

関
係
者
が
対
象
（
事
前
登
録
制
・

無
料
）。
今
回
４
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ー
は
一
般

ユ
ー
ザ
ー
が
対
象
。
小
学
生
以
下

無
料
、
中
学
生
以
上
１
５
０
０
円

（
税
込
、
こ
ど
も
商
品
券
３
０
０ 

円
含
む
）。
会
場
に
は
多
数
の
人

気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
会
場
内
に
登

場
す
る
他
、
小
学
生
以
下
が
誰
で

も
参
加
で
き
る
無
料
の
電
子
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
（
参
加
券
が
無
く
な

り
次
第
終
了
）な
ど
が
楽
し
め
る
。

　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英
邦

社
長
、
大
阪
市
）
の
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
な
働
き
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

チ
ェ
ア
ー「
ｐ
ａ
ｌ
ｌ
ｏ（
パ
ロ
）」

と
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
チ
ェ
ア
ー
「
Ｌ

ｉ
ｉ
ｔ
ｅ
（
リ
ー
テ
）」
の
２
製

品
が
、
世
界
的
に
権
威
あ
る
ド
イ

ツ
の
デ
ザ
イ
ン
賞
「
２
０
２
３
年

レ
ッ
ド
ド
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
賞
」

を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
１
９
５
５

年
か
ら
続
く
、
世
界
的
に
権
威
あ

る
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
賞
の
一
つ

で
、
デ
ザ
イ
ン
の
革
新
性
や
機
能

性
な
ど
９
つ
の
基
準
か
ら
審
査
さ

れ
る
。

　「
ｐ
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
（
パ
ロ
）」
は
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
フ
ォ
ル
ム
と
ワ
ー

ク
に
最
適
な
座
り
心
地
で
、
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
な
働
き
方
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
チ
ェ
ア
ー
。

  

オ
ー
ト
ア
ジ
ャ
ス
ト
ロ
ッ
キ
ン

グ
や
前
傾
チ
ル
ト
を
搭
載
し
、
メ

ン
バ
ー
同
士
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
ソ
ロ
ワ
ー
ク
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
シ
ー
ン
で
の
作
業
姿
勢
を
快

適
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
ラ
ウ
ン
ド

フ
ォ
ル
ム
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
空
間

に
や
さ
し
い
印
象
を
与
え
、
円
形

の
座
面
が
立
ち
座
り
を
ス
ム
ー
ズ

に
す
る
。
肘
掛
け
も
短
く
設
計

し
、
デ
ス
ク
や
周
辺
家
具
と
の
緩

衝
を
低
減
し
て
お
り
、
背
も
た
れ

や
座
面
は
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
着
脱
で

き
、
チ
ェ
ア
ー
の
印
象
を
変
え
た

い
と
き
や
、
汚

れ
た
と
き
に
交

換
で
き
る
ロ
ン

グ
ラ
イ
フ
設
計

を
取
り
入
れ
て

い
る
。

　「
Ｌ
ｉ
ｉ
ｔ

ｅ
（
リ
ー
テ
）」

は
、
リ
ビ
ン
グ

ラ
イ
ク
な
デ
ザ

イ
ン
と
ワ
ー
ク

機
能
を
両
立
す
る
、
働
く
空
間
に

や
さ
し
く
馴
染
む
カ
ジ
ュ
ア
ル

チ
ェ
ア
ー
。

　
背
座
を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
る

チ
ル
ト
機
構
と
包
み
込
み
感
の
あ

る
シ
ェ
ル
形
状
で
、
長
時
間
の
作

業
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

ま
た
、
汚
れ
や
す
い
背
ク
ッ
シ
ョ

ン
は
、
ス
ナ
ッ
プ
ボ
タ
ン
で
簡
単

に
交
換
可
能
の
た
め
、
永
く
良
い

状
態
で
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
樹

脂
シ
ェ
ル
の
一
部
に
は
、
農
業
廃

棄
物
で
あ
る
パ
ー
ム
油
の
搾
り
房

（
非
可
食
部
）
を
再
利
用
し
た
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用

し
て
お
り
、
従
来
な
ら
廃
棄
さ
れ

る
素
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
石

油
資
源
の
使
用
を
低
減
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
背
部
分
は

ク
ッ
シ
ョ
ン
と
樹
脂
タ
イ
プ
の
２

種
類
、脚
は
４
本
脚
、キ
ャ
ス
タ
ー

脚
、
昇
降
脚
、
木
脚
の
４
種
類
、

さ
ら
に
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

も
豊
富
な
た
め
、
空
間
に
合
わ
せ

て
選
べ
る
。

　
株
式
会
社
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
伊
藤
秀
社
長
、
東

京
都
）
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本

文
化
教
育
推
進
機
構
（
田
代
綾
代

表
理
事
）
が
２

０
２
３
年
４
月

よ
り
提
供
す

る
、
小
学
生

を
対
象
と
し

た
「
書
く
」
こ

と
の
大
切
さ
と

そ
の
意
義
を
解

説
す
る
授
業
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
書

く
っ
て
大
切
な

こ
と
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
協

賛
し
て
い
る
。

　
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
の
推
進
に
よ

り
、
１
人
に
１

台
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
支
給
さ
れ
る
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
の
「
手
書
き
」
の
時
間
が

減
り
、「
タ
イ
ピ
ン
グ
」
の
時
間

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
中
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
小
学

生
を
対
象
に
「
書
く
」
こ
と
の
大

切
さ
や
そ
の
意
義
を
改
め
て
考
え

る
機
会
づ
く
り
を
目
的
と
し
、
現

役
の
小
学
校
の
教
員
監
修
の
も
と

「
書
く
」
こ
と
そ
の
も
の
を
体
系

化
し
た
今
ま
で
に
な
い
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
な
ど
も
併
用
し
な
が
ら
、
手
書

き
と
タ
イ
ピ
ン
グ
そ
れ
ぞ
れ
の
良

さ
を
理
解
し
、
そ
の
適
切
な
使
い

分
け
や
、
日
本
語
の
歴
史
や
文
化

に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
小
学
校
な

ど
で
１
～
２
時
間
で
学
習
で
き
る

構
成
で
、
指
導
用
ス
ラ
イ
ド
及
び

指
導
案
、
児
童
が
使
う
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
無
料
で
提
供
す
る
。
ま

た
実
践
用
教
材
と
し
て
先
着
１
０

０
ク
ラ
ス
に
、
同
社
の
消
せ
る

ボ
ー
ル
ペ
ン
「
フ
リ
ク
シ
ョ
ン

ボ
ー
ル
ノ
ッ
ク
」
を
授
業
に
参
加

す
る
児
童
に
１
本
ず
つ
、
消
せ
る

蛍
光
ペ
ン
「
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ

ト
６
色
セ
ッ
ト
」
を
教
員
用
に
そ

れ
ぞ
れ
提
供
す
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に
「
書
く
」
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
を
つ
く

り
、
手
書
き
の
楽
し
さ
と
魅
力
を

見
出
す
た
め
の
一
助
と
す
る
。 

　
サ
ン
エ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
（
千

田
洋
史
社
長
、
東
京
都
）
は
、
４

月
28
日
～
５
月
16
日
、
東
京
・
丸

の
内
の
大
丸
東
京
店
で
、「
リ
ラ
ッ

ク
マ
」
の
20
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン

ト
「
祝
・
成
く
ま
式
」
を
開
催
、

期
間
中
は
大
勢
の
リ
ラ
ッ
ク
マ

フ
ァ
ン
で
賑
わ
っ
た
。

　
会
場
で
は
、
展
示
や
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
を
行
い
、
人

気
を
博
し
た
。

　
ま
た
、
同
社
は
４
月
29
、
30
日

に
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
祭
典
「
ニ
コ
ニ

コ
超
会
議
２
０
２
３
」
に
、「
リ

ラ
ッ
ク
マ
」ブ
ー
ス
を
初
出
展
し
、

話
題
を
呼
ん
だ
。

　
ブ
ー
ス
で
は
、
リ
ラ
ッ
ク
マ
の

世
界
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
な
写
真

が
撮
れ
る
「
Ａ
Ｒ
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
」
を
は
じ
め
、
リ
ラ
ッ
ク
マ
の

ゲ
ー
ム
や
ア
プ
リ
を
使
用
し
て

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
生
放
送
を
ブ
ー
ス

内
か
ら
発
信
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
多
数
用
意
し
た
。
ま
た
、

「
超
踊
っ
て
み
た
」
の
ス
テ
ー
ジ

に
も
リ
ラ
ッ
ク
マ
が
特
別
ゲ
ス
ト

と
し
て
登
場
し
、
会
場
を
沸
か
せ

た
。

リ
ラ
ッ
ク
マ
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
㊤
ニ
コ
ニ
コ
超
会
議
２
０
２
３

に
初
出
展

東
京
お
も
ち
ゃ

シ
ョ
ー
２
０
２
３

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

三
菱
鉛
筆
関
西

販
売

セ
ー
ラ
ー
万
年
筆

三
菱
鉛
筆

パ
イ
ロ
ッ
ト

「
書
く
」こ
と
の
大
切
さ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
賛

リ
ラ
ッ
ク
マ
20
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト

〇
…
サ
ン
エ
ッ
ク
ス

パ
イ
ロ
ッ
ト

指導用スライド

受賞したチェアー２点

チェ

アー「パロ」と「リーテ」
〇…コクヨ…〇

レッドドット・デザイン賞受賞


